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4.『岩波講座 哲学』岩波書店（全 15 巻）、2008-09 年、編集委員
〈論文〉
☆日本語論文





4.「ベルクソンの望遠鏡 ―― 差異の過剰からの芸術」、『理想』609 号、1984 年
5.「解体からの戯れ ―― リオタールと芸術」、『理想』615 号（フランスの哲学〈特集〉）、
1984 年
6.「絵画、その構造と解体」『芸術論集』（大阪芸術大学文芸学科）創刊号、1984 年
7.「芸術記号論 ―― エーコによる試み」、『講座美学３』、東大出版会、1984 年
8.「構造主義・ポスト構造主義 ―― 痕跡過剰性から」、『理想』620 号、1985 年
9.「構造主義・ポスト構造主義 ‐ 2 ‐ エクリチュールの過剰」、『理想』624 号、
1985 年
10.「構造主義・ポスト構造主義 ‐ 3 ‐ フィギュールの過剰」、『理想』626 号、
1985 年
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11.「構造主義・ポスト構造主義 ‐ 4 ‐ メタフォールからメタモルフォーズヘ ‐
1 ‐ 」、『理想』624 号、1985 年
12.「構造主義・ポスト構造主義 ‐ 5 ‐ メタフォールからメタモルフォーズヘ ‐
2 ‐ 」、『理想』629 号、1985 年
13.「構造主義・ポスト構造主義‐6‐リビドー的身体と器官なき身体」、『理想』633 号、
1986 年
14.「エーコの鏡像論 ―― 漂流するイマージュ・序説」、『現代思想』14 巻 7 号（イ
タリアからのメッセージ〈特集〉）、1986 年
15.「作品とその外部」、『芸術論集』（大阪芸術大学文芸学科）2 号、1986 年
16.「香りのなかの食 ―― 感覚の交通論から」、『現代思想』16 巻 11 号（料理 ―― 食
のエステティーク〈特集〉）、1988 年
17.「多様体の交通論 ―― ベルクソンと美学」、『芸術の線分たち』、昭和堂、1988 年
18.「エーコと TV の記号論」、『日伊文化研究』27 号（ウンベルト・エーコ〈特集〉）、
1989 年
19.「エーコと中世 ―― ベアトゥス論をめぐって」、『ユリイカ』21 号 6 巻（エーコ
―― ベストセラー『薔薇の名前』はいかにして生まれたか）、1989 年
20.「芸術の交通論」、『美學』41 号 4 巻、1991 年
21.「芸術とディスクール」、『講座　20 世紀の芸術』8 巻、岩波書店、1990 年
22.「ポスト構造主義 ―― ドゥルーズと芸術」、『講座　20 世紀の芸術』9 巻、岩波書店、
1990 年
















33.「異交通装置としての芸術」、『Mobile Society Review 未来心理』NTT ドコモモバ









1. « Marges de l’homme et du langage », AESTHETICS, No.1, 1983（フランス語）
2. « Communication et art », AESTHETICS, No. 6, 1994（フランス語）





2.「イタリアの静物画」、『読売新聞』大阪本社 1986 年 10 月 31 日




























24.「アートのある生活」5 ‐ 7、『朝日新聞』大阪本社版にて連載、1989 年










32.「トランスアート・マップ」、『ユリイカ』22 号 2 巻（90 年代カルチュア・マップ〈総
展望〉）、1990 年


















43.「水の書 ―― ジャベスに」、『現代誌手帖』35 号 6 巻、1991 年
44.「アヴァンギャルド以降をめぐって ―― 実験はどこに存在するか」、『今日の音楽』
1991 年 11 号





48.「ポストモダン（3）」、『読売新聞』、1992 年 3 月 16 日
49.「アートの翁童たちに」、池垣タダヒコ展カタログ、ギャラリー日鉱、1992 年
50.「半開きのマシニズム」、谷口真紀展パンフレット、ギャラリーココ、1992 年
51.「貝が真珠を作るとき」、『美術手帖』682 号、1994 年、pp. 216-219
52.「フランチェスコ・クレメンテ ―― 吟遊画人の記憶と現在」、『美術手帖』697 号
（Foreign Artist）、1994 年
53.「文字をめぐる思索と詩作」、『現代詩手帖』38 号 9 巻、1995 年
54.「枠の効用」、『現代詩手帖』39 号 5 巻（空間のドラマトゥルギー／詩の外出）、
1996 年
55.「翻訳をめぐる交通論的スケッチ」、『現代詩手帖』39 号 7 巻（翻訳の詩学／アンリ・
メショニック〈特集〉）、1996 年
56.「史上最短の詩型を求めて」、『本』22 巻 2 号、1997 年
57.「笑・型・欠落」、『現代詩手帖』40 号 4 巻（詩史の現在）、1997 年
58.「超絶短詩と文字横断性」、『ユリイカ』30 号 6 巻（特集「文字 ―― 西夏文字か
らデジタルフォントまで」）、1998 年
59.「パウンドを書きつぐとすれば」、『現代詩手帖』41 号 9 巻（特集「エズラ・パ
ウンド ―― 詩的オデュッセウスの冒険」）、1998 年
60.「文学と芸術における交通」、『國文學』43 号 10 巻（特集「知のプロジェクト
―― 批評理論の転回」）、1998 年
61.「エーコとドゥルーズをくぐり抜けて」、『本』24 巻 5 号、1999 年




64.「篠原資明の言葉の通い路」、『言語』29 巻 1 ‐ 12 号に連載、2000 年
65.「生成するマンダラとしての書物」、『季刊・本とコンピュータ』（「本とは何だ
ろうか？（2）〈特集〉」第 2 期 2 号、2001 年




69.「足穂とタバコ宇宙」、『談』、別冊「shikohin world たばこ」、TASC、2002 年
70.「創作探訪」、日経新聞 2002 年 12 月 1 日
71.「ダッシュと寂の間で」、『セブンアートプログラム・ジャーナル』セゾンアー
トプログラム・センター、10 号、2003 年
72. 連載「風雅の未来」、産経新聞・大阪本社、2003 年 5 月 -2004 年 3 月（隔月・最
終水曜日夕刊）
73.「わたしと哲学」、『新版哲学がわかる。』、アエラムック、朝日新聞社、2003 年
74.「連載時評 ( 美術欄 )」、2003 年 6 月 −、当月最終土曜日 京都新聞朝刊
75.「人物点描」、共同通信配信により各地方紙の文化欄に掲載、2003 年 1 月 -3 月
76.「開かれた作品とウンベルト・エーコ」、『季刊インターコミュニケー ション』
NTT 出版、47 号、2004 年
77.「『泉』は『泉』ではない ―― マルセル・デュシャンの表題考」、『朝日新聞』 
2004 年 11 月 25 日夕刊
78.「ミメーシスとコピーの間」、『美術手帖』美術出版社、2004 年 8 月号
79.「マンガと軟体構築」、『京都大学新聞』、12 月 16 日号
80.「展覧会の大ナマズ」、『羚』羚の会、第 18 号、2005 年













90.「異交通装置としての芸術」、『Mobile society review』15 号、2009 年
91.「風雅モダンの条件」、『人・環フォーラム』26 号（「特集　都市論」）、2010 年
92.「現代作家紹介　シューコ・ワールドをめぐるカッコ氏との対話」、『美術フォー
ラム 21』28 号、2013 年
93.「空海とともに生きる哲学」、『学士会会報』2015 年度第 2 号、2015 年
〈詩篇〉
1. 詩篇「あり得たかもしれない音楽の滝」、『洪水』第 3 号、2009 年
2. 詩篇「源氏虹絵巻」、『詩歌句年鑑 09』、北溟社、2009 年




年 / 新版 2011 年





2002 年／新版 2010 年
☆雑誌・カタログ（共訳含む）




号 7 巻（現代演劇の地平〈特集〉）、1984 年
3.「エネルギー態としての資本主義」ジャン＝フランソワ・リオタール著（仏語）、
『現代思想』臨時増刊号（総特集 ドゥルーズ = ガタリ 資本主義・欲望〈総特集〉）、
1984 年
4.「アート・リーディング ―― 視覚芸術の記号論のために」、ウンベルト・エーコ著（伊
語）、篠原資明訳、『美術手帖』531 号、同 533 号に 2 回に分けて連載、1984 年
5.「冷たいものと熱いもの ―― フロマンジェの連作「画家とモデル」をめぐって」、
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ジル・ドゥルーズ著（仏語）、篠原資明訳、『ユリイカ』17 号 10 巻（フロマンジェ
〈特集〉）、1985 年
6.「速度の美学 ―― ジュール・ヴェルヌとマリネッティ」、ペール・ベルイマン著（仏
語）、篠原資明訳、『ユリイカ』17 号 12 巻（未来派 ―― モダニズムの総決算〈特
集〉）、1985 年
7.「神話作用の記号学（ロラン・バルト）」、ウンベルト・エーコ＋イザベルラ・ペッ










ンソワ・リオタール著（仏語）、吉岡留美氏との共訳、『現代思想』15 号 13 巻（ア
ドルノ ―― モダニズムの往還〈特集〉）、1987 年
12.「物語のなかの読者 ――  「まさにパリらしいドラマ」をめぐって」、ウンベルト・
エーコ著（伊語）、『ユリイカ』21 号 6 巻（エーコ ―― ベストセラ 『ー薔薇の名前』
はいかにして生まれたか）
13.「まさにパリらしいドラマ」、アルフォンス・アレー著（仏語）、『ユリイカ』21
号 6 巻（エーコ ―― ベストセラー『薔薇の名前』はいかにして生まれたか）、
1989 年
14.「エーコは聴く 1・2　ルチアーノ・ベリオとの対話」（英語）、『今日の音楽』9


































AD&A gallery 、2009 年
19.「京都から日本文化を発信する」（千住博氏との対談、間宮陽介氏司会）、『人・
環フォーラム』31 号、2012 年




1.「持続の相の下に見た芸術」、美學会西部会　第 124 回研究発表会、1979 年
2.「開の美学 ―― エーコへの接近」、第 31 回美學会全国大会、1980 年
3.「芸術作品をめぐるシンポジウム」、日本現象学会　第 6 回研究会、1984 年
4.「表象＝再現機構と芸術」、日仏哲学会、1985 年
5.「外部性の空間と時間」、日仏美術学会　第 30 回例会、1985 年
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6.「イマージュの交通論」、美學会西部会　第 159 回研究発表会、1986 年
7. シンポジウム「モビリティ ―― 多様体の交通論」、２１世紀への自動車社会を考
える会、セカンド・フォーラム、1989 年
8.「映像とメディア」、日本映像学会　第 16 回大会、1990 年 6 月 2 日
9. シンポジウム「ニューメディアと芸術」、日本学術会議、1990 年 6 月 10 日
10. シンポジウム「世界の中の現代アート」、日本コンベンションセンター国際展
示場・幕張メッセ、1990 年 7 月 28 日
11.「芸術の交通論」、第 41 回美學会全国大会、1990 年
12. シンポジウム「現代芸術と社会」、第 41 回美學会全国大会、1990 年
13.「アート・ナウをめぐって」、兵庫県立近代美術館、1990 年
14. シンポジウム「現代の思想と芸術」、『毎日新聞』主催、東京芸術劇場、1991 年




18.「墓としての作品をめぐって」、第 47 回美學会全国大会、1996 年




第 2 回講演、2003 年 1 月 16 日、東京ウィメンズプラザ・ホール
21.「短詩の魅力」、コスモス刊 50 周年記念大会記念講演、2003 年 5 月 24 日、京都・
宝ヶ池プリンスホテル
22.「空海との出会い」2003 年 6 月 15 日、善通寺
23.「バルトと絵画的なもの」、日仏シンポジウム「多才の人、ロラン・バルト」、
関西日仏学館、2004 年 1 月 24 日
24.「短詩と風雅モダニズム」、第 120 回醍醐会、2004 年 10 月 31 日、京大会館
25.「所有と異交通的主体」、美学会西部会第 252 回研究発表会・シンポジウム 「芸
術を巡る「欲望」と「所有」パネリスト講演、2005 年 3 月 5 日、九州大学
26.「異交通と風雅モダニズム」、第 56 回美学会全国大会シンポジウム「美学の終焉、
もしくは新たな〈学〉の要請」パネリスト講演、2005 年 10 月 9 日、慶応大学
27.「美のはかなさ - 風雅論の試み」、平成 16 年度京都大学大学院人間・環境学研
究科公開講座、『心と形・心の形』、2005 年 2 月 23 日
28.「さびしむゆえに成仏す ―― 空海間の哲学」、第 42 回高野山安居会、2006 年 7 
月 26 日
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29.「軟体構築の美学」、2006 年 10 月 21 日、京都国立近代美術館
30.「シンポジウム・パネリスト 3」、大正イマジュリィ学会、2008 年
31.「芸術とは誰かが作るものなのか」、美学会全国大会シンポジウム『芸術は誰が
作るのか』パネリスト講演、2008 年 10 月 13 日、同志社大学
32. パネリスト「現代詩の現在を語ろう、読もう、聞こう」、現代詩セミ ナー in 神





35.「かわいいの構造」美学会西部会第 278 回研究発表会、2010 年
36. 講演「ドゥルーズとデリダ」、財団法人日独文化研究所 2010 年度 ( 春期 ) 哲学




2013 年 3 月 30 日
〈書評・展評〉
1.【書評】「L・M・パーマー、H・S・ハリス編、『思考・行動・直観 : ベネデット・クローチェ
の哲学に関するシンポジウム』, "Thought, Action and Intuition as a Symposium on the 
Philosophy of  Benedetto Croce" Herausgegeben von L. M. Palmer und H. S. Harris, Georg 
Olms Verlag, Hildesheim・New York, 1975, 363S」、『美学』29 号 2 巻、1978 年
2.【書評】「ウンベルト・エーコ、『読者の役割 : テクスト記号学の研究』, Umberto 
Eco, The Role of  the Reader - Explorations in the Semiotics of  Texts, Indiana University 
Press, Bloomington & London, 1979, 273p.」、『美学』33 号 1 巻、1982 年
3.【書評】「『文化としての時間』、E.T. ホール著、宇波彰訳」、『季刊人類学』15 号 2 巻、
1984 年
4.【展評】「『美術手帖』展評（関西）」、『美術手帖』1984 年 6 ‐ 8, 11, 12 月号 
5.【展評】「『美術手帖』展評（関西）」、『美術手帖』1985 年 1 ‐ 7 月号
6.【書評】「浅田彰『ヘルメスの音楽』」、『週刊読書人』5 月 20 日号、1985 年
7.【展評】「『讀賣新聞』（大阪本社）展評」、1985 年から 1986 年にかけて随時掲載
8.【書評】「上野千鶴子『構造主義の冒険』」、『週刊読書人』11 月 18 日号、1985 年
9.【著作紹介】「ジャン・フランソワ・リオタール　『ディスクール、フィギュー
ル』」、『現代思想』14 号 4 巻（未邦訳ブックガイド ―― 現代思想の 22 冊〈特集〉）、
184
1986 年
10.【書評】「谷川渥『形象と時間』」、『図書新聞』10 月 11 日号、1986 年
11.【書評】「ジャン＝フランソワ・リオタール『ポストモダン通信』」（『週刊読書人』




14.【展評】「ミンモ・パラディノ ―― 記憶からの生成」、『美術手帖』584 号、1987
年
15.【展評】「国立国際美術館「絵画 1977 ‐ 87」展」、『朝日新聞』大阪本社 1987
年 10 月 31 日




1988 年 11 月 24 日
19.【展評】「季刊『版画藝術』展評（関西）」、季刊『版画藝術』59 ‐ 62 号、1988 年
20.【書評】「上村忠男『ヴィーコの懐疑』」、『週刊読書人』10 月 3 日号、1988 年
21.【展評】「『現代詩手帖』展評」、『現代詩手帖』1989 年 1 ‐ 12 月号
22.【書評】「ウンベルト・エーコ『薔薇の名前』」、『産経新聞』1990 年 3 月 20 日









2005 年 6 月 3 日号
29.【書評】「谷川渥『美のバロキスム』」、『週間読書人』2007 年 3 月 30 日号
30.【書評】「高橋昭八郎『ぺ／ージ論』」、『現代詩手帖』2009 年 7 月号
31.【書評】「岩成達也『みどり、その日々を過ぎて . 』」、『イリプス II nd 』第 5 号、
2010 年
（編集：吉松覚）
